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を目的とし、Ricinus communis agglutinin （RCA120）、ならびに、類似の特異性を示す Erythrina cristagalli 
lectin （ECL）の比較解析を行った。
　解析の結果、RCA120 および ECLの結合定数は約一桁異なるものの特異性は非常によく類似しており、非
還元末端に Galを有する糖鎖の中でも共通してタイプⅠ （Galβ1-3GlcNAc）よりタイプⅡ  （Galβ1-4GlcNAc）
構造に対しより高い親和性を示し、シアル酸の存在によりその結合は阻害された。さらに、Galと β1-4 結合
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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本学位論文において板倉氏は、レクチンマイクロアレイによる細胞表層糖鎖プロファイリングシステムの
構築を実現すると同時に、レクチンの糖鎖結合特異性情報を活用した解析技術を応用することにより細胞分
別の可能性を示唆し、その有用性を見出した。今後、iPS細胞といった幹細胞を用いた再生治療が求められ
る中で、レクチンの糖鎖結合特異性とその解析結果を利用した細胞表層糖鎖プロファイリングシステムの浸
透により、細胞評価技術の伸展ならびに細胞の安全性確保が実現し、再生医療の発展が加速することが期待
される。よって、本論文は社会貢献が大きく期待される将来的価値の高い研究であると判断できる。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
